
公益社団法人京都市観光協会 外国人観光客受入環境整備助成金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、外国人観光客の旺盛な消費意欲を京都経済の更なる活性化につなげ

るため、外国人観光客の受入れに前向きな市内事業者等に対し、外国人観光客の受入

環境整備に係る経費の一部を助成する助成金の交付に関し、必要な事項を定めるもの

とする。 

 

（助成対象者） 

第２条 助成金の交付を受けることができる者（以下「助成対象者」という。）は、市内

に事業所を有する法人、団体又は個人のうち、次の各号に該当する施設を運営する者

とする。 

（１）観光施設 

（２）宿泊施設 

（３）飲食店 

（４）小売店 

（５）医療機関 

（６）理容院・美容院 

（７）銭湯 

（８）商店街 

（９）交通機関 

（10）寺院・神社 

（11）その他、公益社団法人京都市観光協会（以下「当協会」という。）が外国人観光客

の受入環境整備が必要と認める事業所 

２ ただし、次の各号に該当する者は、助成金の交付を受けることができないものとす

る。 

（１）京都市暴力団排除条例第２条第４号に規定する暴力団員等又は同条第５号に規定す

る暴力団密接関係者 

（２）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和23年法律第122号）に規

定する性風俗関連特殊営業並びにそれらに類似する業種を営む者（ただし、第２条第

６項第４号に規定するものを営む者を除く） 

（３）営業に関して必要な許認可等を取得していない者 

（４）京都市の市民税、固定資産税、水道料金及び下水道使用料を滞納している者 

（５）京都市競争入札参加停止取扱要綱に基づく参加停止を受けている者 

（６）行政機関からの行政指導を受け、改善がなされていない者 

（７）当協会が助成金を交付するにあたり、当協会の公益法人としての社会的な信頼性及

び公平性を損なうおそれがある者 

 

（助成対象事業） 



第３条 助成金の交付を受けることができる事業（以下「助成対象事業」という。）は、

外国人観光客の受入環境整備に係る事業のうち、次のとおりとする。 

（１）キャッシュレス対応 

クレジットカードや電子マネー、QR コードなどのキャッシュレス決済導入に関す

るもの 

（２）免税対応 

   訪日外国人を対象とする消費税及び酒税の免税対応に関するもの 

（３）Wi-Fi 整備 

   公衆無線 LAN（Wi-Fi）の整備に関するもの  

（４）洋式トイレ整備 

   和式トイレから洋式トイレへの改修に関するもの 

（５）多言語整備 

   これまで日本語のみであった情報の外国語による提供などに関するもの 

（６）外国語研修開催 

   従業員の外国語対応強化に関するもの 

（７）ダイバーシティ対応 

   ムスリムや LGBT など、宗教や文化などの多様な生活習慣等に配慮が必要な外国人

観光客対応に関するもの 

（８）マナー啓発 

   文化の違いなどから生じる外国人観光客のマナー問題の解決に関するもの 

（９）マーケティング推進 

   AI や IoT を活用したマーケティング調査に関するもの 

（10）その他、当協会が外国人観光客の受入環境整備として必要と認める事業 

２ ただし、次の各号に該当する事業は、助成金の交付を受けることができないものとす

る。 

（１）国または地方公共団体から指定管理を受けている施設における事業 

（２）開業１年未満の施設（新規開業施設）が実施する前項第１号、第３号及び第５号の

事業 

 

（助成金額等） 

第４条 助成金は、予算の範囲内において、申請順に審査を行い交付するものとする。た

だし、当協会が特に必要があると認めるときはこの限りではない。 

２ 助成金の額は、助成対象事業経費のうち自己が負担する金額の２分の１以内で、前条

に定める事業のうち、一事業あたり 200,000 円を上限とする。ただし、複数の事業を行

う場合は、一助成対象者につき最大 400,000 円まで助成できるものとする。 

３ 助成対象事業経費には消費税及び地方消費税相当額は含まないものとし、助成金の

1,000 円未満の端数は、切り捨てるものとする。 

４ 京都市及び他の行政機関から助成金等の交付を受ける又は受けた場合の助成金の額

は、助成対象事業経費から当該助成金等の金額を除いた額の２分の１以内とする。 

 



（交付の申請） 

第５条 助成金の申請は、事業を開始する前まで、かつ、当該年度末の２ヶ月前までに、

次の各号に掲げる書類を添えて行わなければならない。 

（１）交付申請書（第１号様式） 

（２）事業計画書（第２号様式） 

（３）収支予算書（第３号様式） 

    

（審査） 

第６条 当協会は、前条に掲げる申請に関する書類に基づき、また必要に応じ助成対象者

の施設等の実地確認等を行い、助成金の交付の可否について審査する。 

 

（交付の決定） 

第７条 当協会は、申請を受け付けた日から、30日以内に交付又は不交付を決定し、交付

決定通知書（第４号様式）又は不交付決定通知書（第５号様式）により通知するもの

とする。 

２ 当協会は、交付決定通知を行う場合において、必要に応じ条件を付することができる

ものとする。 

 

（変更の報告） 

第８条 助成対象事業の内容又は経費の配分を変更する場合、助成対象事業が予定の期間

内に完了しない場合、又は助成対象事業の遂行が困難となった場合は、当協会に速や

かに報告し、その指示を受けなければならない。 

 

（中止又は廃止の届け出） 

第９条 事業の中止又は廃止による届け出は、中止・廃止届出書（第６号様式）により行

うものとする。 

 

（交付の請求） 

第10条 助成対象事業完了後、助成金の交付請求は、当該年度末の１ヶ月前までに、次の

各号に掲げる書類を添えて行わなければならない。 

（１）交付請求書（第７号様式） 

（２）事業報告書（第８号様式） 

（３）収支決算書（第９号様式） 

 

（交付額の決定） 

第11条 当協会は、前条に掲げる請求に関する書類に基づき又必要に応じ助成対象者の施

設等の実地確認等を行い、助成金の交付額を決定し、助成金交付額決定通知書（第10

号様式）により通知するものとする。 

 



（交付額の返還請求） 

第12条 助成金交付後、助成対象者の請求に不正があったと認められた場合、助成金の一

部又は全額の返還を行うことができるものとし、助成対象者は当協会の請求に応じ、

当該額の返還を行わなければならない。 

 

（補則） 

第13条 この要綱の施行に関し必要な事項は、当協会専務理事が別に定める。 

 

附則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成30年７月20日から施行する。 

 



第１号様式 

 

京都市観光協会 外国人観光客受入環境整備助成金 交付申請書 

 

平成  年  月  日 

 

公益社団法人 京都市観光協会 会長 殿 

 

郵便番号 〒 

住所  

 

社名・団体名                   印 

代表者氏名  

担当者役職・氏名  

電話番号  

電子メール  

 

 

外国人観光客受入環境整備助成金について、次のとおり関係書類を添えて申請します。 

 

記 

 

助成対象事業 

１ キャッシュレス決済   ２ 免税対応    

３ Wi-Fi 整備         ４ 洋式トイレ整備 

５ 多言語整備       ６  外国語研修開催 

７ ダイバーシティ対応   ８ マナー啓発 

９ マーケティング推進   10 その他 

 

※実施する事業の番号をすべて〇で囲んでください。 

事業予定経費 

（税別） 

事業番号：   事業経費（自己負担額）：       円 

事業番号：   事業経費（自己負担額）：       円 

事業番号：   事業経費（自己負担額）：       円 

助成金交付申請額             円  ※1,000 円未満は切り捨て    

 



第２号様式 

 

京都市観光協会 外国人観光客受入環境整備助成金 事業計画書 

 

 

事業番号：    事業名： 

 

施設等の所在地 京都市 

施設等の名称  

外国人の来客数及び 

総来客数に占める比率 
年間外国人客数：約    人（総来客数の約  ％） 

事業の目的・内容 

※具体的かつ詳細に 
 

事業のスケジュール  

  



第３号様式 

 

京都市観光協会 外国人観光客受入環境整備助成金 収支予算書 

 

 

事業番号：    事業名：       

 

① 事業経費                            （単位：円） 

項 目 支出先 金 額 

 

 

 

 

 

 

 

  

合 計  

 

 

② 収入（他団体からの助成金等）                  （単位：円） 

項 目 収入元 金 額 

 

 

  

合 計  

 

 

① －② 自己負担額                        （単位：円） 

合 計  

 

 

※消費税は助成対象外のため、税別（本体価格）の金額を記入してください。  

※各経費の見積書又はその写しを添付してください。  

  



第４号様式 

 

京都市観光協会 外国人観光客受入環境整備助成金 交付決定通知書 

 

平成  年  月  日 

 

              様 

 

  公益社団法人 京都市観光協会  

会長 〇〇 〇〇 

 

 

平成  年  月  日付で申請のあった外国人観光客受入環境整備助成金について、

下記のとおり交付することに決定しましたので通知します。  

 

記 

 

助成対象事業 

事業番号：    事業名： 

事業番号：    事業名： 

事業番号：    事業名： 

交付予定額              円   

備 考  

助成の条件 

１ 助成金は、本事業の目的以外に支出してはいけません。 

 

２ 実施に当たっては、公益社団法人京都市観光協会外国人観光客

受入環境整備助成金交付要綱の定めを遵守してください。同要綱

に違反した場合、又は京都市観光協会（以下、「当協会」という。）

が助成金申請に不正があったと判断した場合は、助成金を減額し、

又は交付を取り消すことがあります。  

 

３ 助成対象事業の内容又は経費の配分を変更する場合、助成対象

事業が予定の期間内に完了しない場合、又は助成対象事業の遂行

が困難となった場合は、当協会に速やかに報告し、その指示を受

けてください。  

 

４ 助成対象事業を中止し、又は廃止する場合は、当協会に所定の

様式（第６号様式）で届け出を行ってください。 

 

  



第５号様式 

 

京都市観光協会 外国人観光客受入環境整備助成金 不交付決定通知書 

 

平成  年  月  日 

 

              様 

 

  公益社団法人 京都市観光協会  

会長 〇〇 〇〇 

 

 

平成  年  月  日付で申請のあった外国人観光客受入環境整備助成金について、

下記のとおり交付しないことに決定しましたので通知します。  

 

記 

 

助成対象事業 

事業番号：    事業名： 

事業番号：    事業名： 

事業番号：    事業名： 

不交付の理由  

 

  



第６号様式 

 

京都市観光協会 外国人観光客受入環境整備助成金 中止・廃止届出書 

 

平成  年  月  日 

 

公益社団法人 京都市観光協会 会長 殿 

 

郵便番号 〒 

住所  

 

社名・団体名                   印 

代表者氏名  

担当者役職・氏名  

電話番号  

電子メール  

 

 

外国人観光客受入環境整備助成金制度における事業について、下記のとおり、中止・廃

止を行いますので、届け出ます。  

 

記 

 

助成対象事業 

事業番号：    事業名： 

事業番号：    事業名： 

事業番号：    事業名： 

交付申請額 

又は交付予定額 
               円 

中止・廃止の理由  

  



第７号様式 

 

京都市観光協会 外国人観光客受入環境整備助成金 交付請求書 

 

平成  年  月  日 

 

公益社団法人 京都市観光協会 会長 殿 

 

郵便番号 〒 

住所  

 

社名・団体名                   印 

代表者氏名  

担当者役職・氏名  

電話番号  

電子メール  

 

 

外国人観光客受入環境整備助成金について、次のとおり関係書類を添えて請求します。 

 

記 

 

助成対象事業 

１ キャッシュレス決済   ２ 免税対応    

３ Wi-Fi 整備         ４ 洋式トイレ整備 

５ 多言語整備       ６  外国語研修開催 

７ ダイバーシティ対応   ８ マナー啓発 

９ マーケティング推進   10 その他 

 

※実施した事業の番号をすべて〇で囲んでください。 

事業経費（税別） 

事業番号：   事業経費（自己負担額）：       円 

事業番号：   事業経費（自己負担額）：       円 

事業番号：   事業経費（自己負担額）：       円 

交付請求額             円  ※1,000 円未満は切り捨て    

振込先 

金融機関名： 

支店名：       支店 

種別：   普通   当座 

口座番号： 

(フリガナ) 

口座名義： 



第８号様式 

 

京都市観光協会 外国人観光客受入環境整備助成金 事業報告書 

 

 

事業番号：    事業名：       

 

施設等の所在地 京都市 

施設等の名称  

実施した事業の内容 

及び効果 

※具体的かつ詳細に 

 

添付書類 

事業実施状況を確認できるもの 

・実施状況写真（ハード整備については、実施前と実施後

の状況が分かるもの） 

・印刷物等の成果物 

・その他 

 

  



第９号様式 

 

京都市観光協会 外国人観光客受入環境整備助成金 収支決算書 

 

 

事業番号：    事業名：       

 

① 事業経費                            （単位：円） 

項 目 支出先 金 額 

 

 

 

 

 

 

 

  

合 計  

 

 

②収入（他団体からの助成金等）                   （単位：円） 

項 目 収入元 金 額 

 

 

  

合 計  

 

 

① －② 自己負担額                         （単位：円） 

合 計  

 

 

※消費税は助成対象外のため、税別（本体価格）の金額を記入してください。  

※各経費を支払ったことが分かる書類（領収書等）又はその写しを添付してください。  



第 10 号様式 

 

京都市観光協会 外国人観光客受入環境整備助成金 交付額決定通知書 

 

平成  年  月  日 

 

              様 

 

  公益社団法人 京都市観光協会  

会長 〇〇 〇〇 

 

 

平成  年  月  日付をもって請求のあった外国人観光客受入環境整備助成金に

ついて、下記のとおり交付額が決定しましたので通知します。  

 

記 

 

助成対象事業 

事業番号：    事業名： 

事業番号：    事業名： 

事業番号：    事業名： 

交付決定額              円   

備 考 

交付後、公益社団法人京都市観光協会外国人観光客受入環境

整備助成金交付要綱に違反したことが判明した場合、又は京都

市観光協会が助成金請求に不正があったと判断した場合は、助

成金の一部又は全額の返還請求を行う場合があります。 

 


